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　高須町にある波之上神社で毎年８月の第１日曜日に行われる「祇
おぎ

園
おん

祭
さぁ

」は、夏の一大行事。

祭りで奉納される伝統芸能の「刀舞」は５つの舞（長
なぎ

刀
なた

舞、刀舞、弓舞、田の神舞、鬼神舞）

の総称であり、五穀豊穣
じょう

、悪疫退散、子どもの健やかな成長と町の活性化を願い、明治の末

から約 120 年間行われています。平成 13 年には市の「無形民俗文化財」に指定されました。

平成８年に結成された「高須町刀舞伝承保存会」では、地域の貴重な伝統行事を後世に受け

継いでいくための取り組みを続けています。会長の山
やま

下
した

健
たけ

美
み

さんは「地域の方々の協力をもら

いながら、『刀舞』を守り続けたい」と力を込めて語りました。

CONTENTS ／ 目  次誇りを胸に
伝統を
受け継ぐ

スポットライト

今月のカバー
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SPOT 
LIGHT
スポットライト

舞の基本を教わる子どもたち。刀舞は地域の
人々に代々受け継がれています。

交流の握手が心を通わす
　今号の特集テーマは、ハンセン病問題。今から84年前に開所
した国立療養所星塚敬愛園には、116人の入所者が暮らしていま
す（８月１日現在）。表紙は、敬愛園を訪れた子どもと入所者と
が、和気あいあいと交流した後に自然と交わした握手です。交
流による握手が、差別と偏見をなくしていくことを信じて。
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この写真は、ブリキでできた「園
えん

金
きん

」（園内通用金）と呼ばれる貨幣

です。国の隔離政策によって、ハンセン病療養所に半ば強制的に入

所させられた人たちは、所持金のすべてを保管金として施設に取り

上げられ、園内でしか使えない園金を使用していました。これは逃

亡などを防ぐ手段として行われたもので、園金を持つことは、ハン

セン病療養所の人間になることを意味しました。園金は、強制隔離

による人権侵害が行われていたことを、私たちに伝えています。

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
理
解
す
る

隔
た
り
の
な
い
社
会
へ

誤った差別と偏見が
 自由と尊厳を奪った。

星塚敬愛園内にあった火葬
場での葬儀（昭和 16 年）。
ほとんどの入所者の遺骨は
引き取り手がなく、亡くなっ
ても故郷には帰れなかった。

　ハンセン病は、患者の子や孫に遺伝
することはありません。

遺伝病ではありません

　ハンセン病は、ノルウェーのハンセ
ン医師が発見した「らい菌」という細
菌による慢性の感染症です。有効な治
療法がなかった頃は、顔や手足、視力
に後遺症が残ることもありましたが、
感染力が非常に弱く、飲食・入浴など
の日常生活では感染しません。

感染力の弱い病気です

問市保健相談センター　℡ 0994-41-2110
ハンセン病問題に関することなど

今も園内に残る火葬場（初代）の跡

写真提供：星塚敬愛園入所者自治会

国
の
誤
っ
た
隔
離
政
策

　
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
と
は
、
国
の
隔

離
政
策
に
よ
り
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
か

か
っ
た
人
と
そ
の
家
族
が
、
差
別
・

偏
見
を
受
け
て
き
た
問
題
で
す
。

　

６
月
28
日
、「
ハ
ン
セ
ン
病
家
族

国
家
賠
償
請
求
訴
訟
」
で
、
熊
本
地

方
裁
判
所
は
国
の
責
任
を
認
め
る
判

決
を
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
国

は
控
訴
を
断
念
し
、
７
月
24
日
に
安

倍
首
相
が
原
告
団
に
直
接
謝
罪
。
ハ

ン
セ
ン
病
の
元
患
者
だ
け
で
な
く
そ

の
家
族
に
ま
で
及
ん
だ
差
別
・
偏
見

を
国
が
認
め
た
こ
と
は
、
ハ
ン
セ
ン

病
問
題
に
つ
い
て
国
民
が
改
め
て
考

え
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
差
別
・
偏
見
が

続
い
た
の
か
を
知
る
に
は
、
ま
ず
ハ

ン
セ
ン
病
の
こ
と
を
正
し
く
理
解
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　戦後、プロミンという薬がハンセン
病治療に効果を発揮。現在は多剤併用
療法により、たとえ感染しても障がい
を残さず一般病院の外来治療で確実に
治すことができるようになりました。

確実に治る病気です

助
長
さ
れ
た
差
別
・
偏
見

　

明
治
40
年
に「
癩ら
い

予
防
ニ
関
ス
ル

件
」
と
い
う
法
律
が
で
き
て
以
降
、

昭
和
初
期
に「
無
ら
い
県
運
動
」
が

全
国
で
広
が
る
な
ど
、
ハ
ン
セ
ン
病

と
診
断
さ
れ
た
患
者
を
療
養
所
に
強

制
的
に
入
所
さ
せ
る
隔
離
政
策
が
国

に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ハ
ン
セ
ン
病
が
出
た
家
は
真
っ
白

に
な
る
ま
で
消
毒
さ
れ
る
な
ど
、「
伝

染
力
が
強
い
・
怖
い
病
気
」
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
で
、
当
事
者
と
そ
の
家
族

は
差
別
・
偏
見
を
受
け
ま
し
た
。

　

世
界
各
国
で
は
ハ
ン
セ
ン
病
の
隔

離
政
策
が
解
か
れ
て
い
っ
た
に
も
関

わ
ら
ず
、
昭
和
28
年
の「
ら
い
予
防

法
」
で
も
強
制
隔
離
政
策
は
継
続
さ

れ
、
平
成
８
年
に「
ら
い
予
防
法
」

が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
、
国
内
で
の
隔

離
政
策
は
続
い
た
の
で
す
。
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閉ざされた
　社会の中で

子
ど
も
を
授
か
る
こ
と

も
許
さ
れ
な
か
っ
た
。

上
うえ

野
の

 正
まさ

子
こ

 さん（92 歳）

隔たりのない社会へ　～ ハンセン病問題を理解する ～

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ハ
ン
セ
ン
医
師
が

　

ら
い
菌
を
発
見

「
癩ら

い

予
防
ニ
関
ス
ル
件
」
制
定

「
癩
予
防
法
」
制
定

星
塚
敬
愛
園
が
開
所

患
者
23
人
が
初
め
て
入
所

入
所
者
数
が
最
多
の
１
，
３
４
７
人

　
に（
年
度
末
）

米
軍
の
空
襲
で
入
所
者
７
人
が
死
亡

「
星
塚
敬
愛
園
患
者
自
治
会
」発
足

日
本
で
プ
ロ
ミ
ン
の
使
用
開
始

看
護
婦
に
よ
る
病
棟
看
護
の
開
始

（
以
前
は
入
園
者
に
よ
る
付
添
看
護
）

「
ら
い
予
防
法
」
制
定

皇
太
子
殿
下
・
美
智
子
妃
殿
下
来
園

夏
ま
つ
り
納
涼
大
会
が
初
め
て
開
催

第
３
回
全
国
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
選
手
権

　
大
会
で
星
塚
ヤ
ン
ガ
ー
ズ
が
優
勝

「
ら
い
予
防
法
」
廃
止

「
ら
い
予
防
法
違
憲
国
家
賠
償
請
求

訴
訟
」
で
原
告
勝
訴
・
国
が
控
訴

断
念
し
小
泉
首
相
が
謝
罪

敬
愛
園
内
の
火
葬
場
が
廃
止

「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
解
決
の
促
進　
　

　

に
関
す
る
法
律
」
制
定

星
塚
敬
愛
園
創
立
80
周
年
式
典

「
ハ
ン
セ
ン
病
家
族
国
家
賠
償
請
求
訴

訟
」
で
原
告
勝
訴
・
国
が
控
訴
断

念
し
安
倍
首
相
が
原
告
に
謝
罪

明
治
６
年

明
治
40
年

昭
和
６
年

昭
和
10
年

昭
和
18
年

昭
和
20
年

昭
和
21
年

昭
和
22
年

昭
和
28
年

昭
和
47
年

昭
和
53
年

昭
和
56
年

平
成
８
年

平
成
13
年

平
成
14
年

平
成
20
年

平
成
27
年

令
和
元
年

90 年間続いた国の隔
離政策が正式に廃止

患者を強制隔離する方
針や懲戒規定は残った

「無らい県運動」により
強制隔離でのハンセン
病絶滅政策が本格化

昭和 18 年、３年の歳月をかけ完成した「敬愛橋」の渡り初め。
建設工事は入所者によって行われ、奉仕に次ぐ奉仕で病状が
悪化する人が相次ぐなど、大きな代償が払われた。

ハンセン病問題と星塚敬愛園の主な歴史

敬愛学園の児童たち。入所者の子どもたちも、幼く
して隔離生活を送った。（昭和 14 年）

風と雨の中、鹿児島へ向かう収容船を待つ
沖縄の患者（昭和 10 年）

収容された患者など（昭和 14 年）

写真提供：星塚敬愛園入所者自治会

　現在は、ハンセン病の治癒した高齢者が穏やかに暮らす国立
療養所星塚敬愛園。敬愛園は、地元大姶良村出身の衆議院議員・
永田良吉氏（後の鹿屋市長）が中心となって誘致し、昭和 10
年に開所しました。最も多い時で、1,347 人もの入所者がいま
したが、当時は医師や看護師などが不足。入所者が入所者を看
護・介護したり、園内での農作業や橋の建設などを行ったりし
ていました。無断外出が禁じられ、園外の社会と隔別された療
養所の中で、入所者たちは苦難の日々を送りました。

昭和２年沖縄県石垣島生まれ。13 歳の時
に、ハンセン病を発症し星塚敬愛園に入
所。現在は「語り部」として全国各地で
の講演等を行う。小説「あん」のモデル
となったことでも知られる。

　

星
塚
敬
愛
園
に
入
所
し
た
頃
は
、

仮か
り

初そ

め
の
住
ま
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
い
つ
の
間
に
か
80
年
も
の
年

月
が
経
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

沖
縄
の
高
等
女
学
校
１
年
生
の

時
、ハ
ン
セ
ン
病
に
か
か
っ
た
私
は
、

治
療
の
た
め
、
昭
和
15
年
12
月
に
父

に
連
れ
ら
れ
沖
縄
か
ら
鹿
児
島
へ
。

垂
水
港
で
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
に
敬

愛
園
に
行
き
た
い
と
伝
え
る
と「
乗

せ
ら
れ
ま
せ
ん
」と
断
ら
れ
た
の
で
、

仕
方
な
く
一
昼
夜
歩
い
て
敬
愛
園
に

到
着
し
ま
し
た
。
と
て
も
の
ど
が
乾

い
て
、
水
を
く
だ
さ
い
と
職
員
に
お

願
い
し
ま
し
た
が
、「
コ
ッ
プ
を
触

ら
な
い
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
、
父
は

怒
り
ま
し
た
が
、
泣
く
泣
く
水
を
手

で
す
く
っ
て
飲
み
ま
し
た
。
こ
れ
が

私
が
初
め
て
体
験
し
た
差
別
で
す
。

　

辛
い
日
々
の
中
で
も
絶
対
に
社
会

復
帰
す
る
と
決
め
て
い
た
私
は
、
園

内
の
学
校
に
行
か
ず
治
療
部
で
働
き

ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
大
人
の
患
者

の
お
む
つ
を
洗
お
う
と
し
た
時
、
両

手
を
熱
湯
に
突
っ
込
み
大
や
け
ど
。

適
切
な
治
療
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
私
の
手
の
指
は
曲
が
っ
た

ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

18
歳
の
時
、
敬
愛
園
に
入
所
し
て

い
た
男
性
と
結
婚
。
当
時
は
結
婚
す

る
と
、
12
畳
半
一
間
で
仕
切
り
の
な

い
部
屋
に
４
組
の
夫
婦
で
一
緒
に
住

ま
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
仕
切
り
代
わ

り
に
な
れ
ば
と
夫
が
ち
ゃ
ぶ
台
を

作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

結
婚
後
す
ぐ
、
夫
の
ふ
ん
ど
し
に

血
と
薬
剤
が
つ
い
て
い
た
の
で「
ど

う
し
た
の
」
と
聞
く
と
、
結
婚
の
届

を
出
し
た
際
、
子
ど
も
が
で
き
な
い

よ
う
に
と
断
種
さ
せ
ら
れ
た
と
の
こ

と
。
私
は
悔
し
か
っ
た
。
子
ど
も
が

好
き
で
、
結
婚
し
外
の
社
会
に
出
よ

う
と
思
っ
て
い
た
の
に
。
夫
婦
用
の

長
屋
が
完
成
し
た
時
、
断
種
し
た
順

番
に
入
居
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
の
病
気
の
こ
と
で
、
沖
縄
の
家

族
も
大
変
苦
労
し
た
よ
う
で
す
。
沖

縄
の
同
級
生
は
戦
争
で
ほ
と
ん
ど

亡
く
な
り
、
写
真
が「
ひ
め
ゆ
り
平

和
祈
念
資
料
館
」
に
飾
ら
れ
て
い
ま

す
。
私
は
役
目
を
与
え
ら
れ
、
今
日

ま
で
生
き
て
こ
ら
れ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ハ
ン
セ
ン
病
に
な
っ
た
こ
と

を
後
悔
し
て
い
ま
せ
ん
。
教
師
の
夢

は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
は
講

演
活
動
で
子
ど
も
た
ち
に
元
気
を
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
ハ
ン
セ
ン
病
へ
の

差
別
・
偏
見
は
、
ま
だ
ま
だ
残
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
啓
発
活
動
を

元
気
に
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者

上
野
正
子
さ
ん
の
体
験

ワゼクトミー
　ハンセン病療養所内での結婚では、
男子の輸精管切除による断種手術（ワ
ゼクトミー）が絶対条件とされました。
また、女性は強制堕胎を強いられ、療
養所内で子どもを持つことは許されま
せんでした。

断種手術と中絶
　大正５年、ハンセン病患者を処罰・
監禁できる権利（懲戒検束権）が、療
養所の所長に与えられました。敬愛園
でも開園と同時にできた「監禁室」で、
園外に出た人や職員の意に従わない
人、食糧事情の改善を求めた人などが、
裁判によらず園長の一任によって罪状
を決められ、監禁室に放り込まれまし
た。

懲戒検
けん

束
そく

権と監禁室
　療養所に入所するも満足な治療を受
けられなかった入所者たちは、豚や乳
牛の飼育、農耕作業、グラウンド作り
や火葬業務など、生活での様々な仕事
を自分たちで行っていました。また、
入所者の看護・介護も自分たちで行っ
ていました。
　昭和 28 年の「予防法闘争」で完全
看護へ向けた機運が高まると、昭和
44 年に不自由者棟の看護について職
員への切り替えが完了するなど、入所
者が行っていた仕事は職員へ徐々に移
行されました。

入所者による労働

家族を想うがゆえに…
　入所していることが世間に知られる
と家族に迷惑がかかるという思いか
ら、別の名前を名乗る人や、本籍を星
塚町に変更する人が多くいました。

7   KANOYA CITY PUBLIC RELATIONS  Vol.328 September  2019   6



貞
てい

明
めい

皇后が昭和 14 年に職員へ
向けて詠

よ

んだ歌を顕彰。園内
一高い「望郷の丘」に立つ。

つ
れ
づ
れ
の

 
友
と
な
り
て
も
慰
め
よ

  

行
く
こ
と
か
た
き

   

わ
れ
に
代
わ
り
て

学ぼう。
未来のために

交
流
が
お
互
い
の

　
垣
根
を
無
く
す

昭和 12 年屋久島生まれ。11 歳の時
にハンセン病を発症し星塚敬愛園に
入所。「星塚町の町民」のために施
設や各機関との調整・交渉役を担う。
敬愛園以外での勤務経験等も持つ。

星塚敬愛園入所者自治会長

岩
いわ

川
かわ

 洋
よう

一
いち

郎
ろう

 さん（82 歳）

親子療養所訪問に初参加した、
野里町在住の

昭和 58 年～平成 14 年に使用
され、平成８年までは入所者
による火葬業務が行われた。

敬愛園に残る歴史を訪ねる

寄付金をもとに入所者の奉仕
で 昭 和 14 年 に 完 成。 ３ 年 で
161 柱もの遺骨が納められた。

観音開きの鉄扉があったこの門
からは、多くの患者が収容され
た。今は門柱のみが残る。

収容門

今年で 41 回目を迎えた自治会主催の夏祭りに
は、約 2,000 人が訪れた。地域住民との交流を
続ける岩川自治会長の想いとは ･･･。

御
おん

歌
か

碑
ひ

火葬場
（３代目）

納骨堂
（初代）

瀬
せ

戸
と

口
ぐち

 香
か

奈
な

恵
え

 さん（左）

　　　 皓
ひろ

華
か

 さん（右）

　　　　（小学４年生）

鹿屋市ハンセン病
問題啓発講演会
市では、ハンセン病問題に
ついて理解を深めるため、
啓発イベントを開催します。

映画上映
　「ふたたび s

スウィング

wing m
ミー

e a
アゲイン

gain」
　※ハンセン病元患者とその孫の交流を描いた映画

ハンセン病問題に関する講演

●日時
　10 月 19 日（土）　13:30 ～（予定）
●場所
　リナシティかのや３階ホール
※鹿屋市ふれあい福祉まつり（仮称）と同時開催
●料金　無料
問市保健相談センター　℡ 0994-41-2110

隔たりのない社会へ　～ ハンセン病問題を理解する ～

現
在
の
星
塚
敬
愛
園

　

今
、
星
塚
敬
愛
園
で
は
、
ハ
ン
セ

ン
病
の
治
癒
し
た
入
所
者
１
１
６
人

（
８
月
１
日
現
在
）が
、
充
実
し
た
医

療
・
介
護
の
提
供
を
受
け
な
が
ら
、

「
終つ
い

の
棲す

み
か家

」と
し
て
穏
や
か
な
暮
ら

し
を
送
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
平
均
年

齢
は
87
歳
を
超
え
、
ハ
ン
セ
ン
病
の

話
を
直
接
聞
く
こ
と
の
で
き
る
機
会

は
、
年
々
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

療
養
所
訪
問
で
の
交
流

　

７
月
31
日
、
市
内
を
含
む
県
内
の

子
ど
も
た
ち
が
星
塚
敬
愛
園
を
訪
れ

交
流
す
る
、
県
主
催
の「
親
子
療
養

所
訪
問
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
近
く
に
あ
っ
て
も
星
塚
敬
愛
園

に
来
る
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
」
と
始
ま
る
前
に
語
っ
た
の
は
、

市
内
在
住
の
瀬
戸
口
香
奈
恵
さ
ん
。

一
緒
に
参
加
し
た
娘
の
皓
華
さ
ん
の

優
し
い
心
が
育
つ
機
会
に
な
れ
ば
と

思
い
、参
加
を
決
め
た
と
い
い
ま
す
。

　

参
加
者
は
、
園
内
の
施
設
を
見
学

し
た
後
、
納
骨
堂
と
慰
霊
碑
を
訪
れ

献
花
。
社
会
交
流
会
館
で
は
、
職
員

の
餅も
ち
は
ら原
美み

ほ

こ
保
子
さ
ん
の
説
明
を
熱
心

に
聞
き
な
が
ら
ハ
ン
セ
ン
病
の
歴
史

を
学
び
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

行
わ
れ
た
入
所
者
と
の
交
流
の
時

間
。
初
め
は
緊
張
し
て
い
た
子
ど
も

た
ち
も
入
所
者
の
笑
顔
に
触
れ
て
緊

張
が
ほ
ぐ
れ
、
昔
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や

ハ
ン
セ
ン
病
の
こ
と
な
ど
様
々
な
こ

と
を
質
問
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
療
養
所
訪
問
」
が
終
わ
っ
た
後
、

皓
華
さ
ん
は
、「
入
所
者
の
方
は
、

体
が
不
自
由
で
も
気
持
ち
が
前
向
き

だ
と
思
い
ま
し
た
。
も
っ
と
ハ
ン
セ

ン
病
の
こ
と
を
勉
強
し
た
い
で
す
。」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

次
の
世
代
に
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の

こ
と
を
伝
え
、
同
じ
過
ち
を
繰
り
返

さ
な
い
た
め
に
も
、
私
た
ち
は
そ
の

歴
史
を
学
ん
で
交
流
を
続
け
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

星
塚
敬
愛
園
入
所
者
自
治
会
で

は
、地
域
の
皆
さ
ん
と
の「
共
生
」「
交

流
」「
啓
発
活
動
」
を
活
動
の
３
つ
の

柱
と
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
住
民
と
の
交
流
で
転
機
と

な
っ
た
の
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で
し

た
。「
手
袋
軍
団
」
と
呼
ば
れ
相
手
に

足
で
ボ
ー
ル
を
返
さ
れ
る
な
ど
さ
れ

て
い
た
星
塚
チ
ー
ム
が
日
本
一
を
獲

得
す
る
と
、
世
間
の
見
方
が
変
わ
り

交
流
が
深
ま
り
ま
し
た
。
今
も
多
く

の
方
々
が
敬
愛
園
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

場
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

先
日
、「
祖
母
か
ら『
ら
い
病
』
が

う
つ
る
か
ら
敬
愛
園
に
行
く
な
と
言

わ
れ
た
」
と
い
う
子
ど
も
が
い
ま
し

た
。
今
で
も
一
般
社
会
に
は
差
別
・

偏
見
が
残
っ
て
い
ま
す
。
ハ
ン
セ
ン

病
は「
ら
い
菌
」
に
よ
る
感
染
症
で

す
が
、
感
染
力
が
非
常
に
弱
く
、
完

全
に
治
る
病
気
だ
と
い
う
こ
と
を

知
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

今
、
入
所
者
は
、
敬
愛
園
の
職
員

の
方
々
か
ら
、や
さ
し
い
言
葉
と
心
・

笑
顔
を
も
ら
い
な
が
ら
余
生
を
送
っ

て
い
ま
す
。
私
の
願
い
は
、
入
所
者

が
今
ま
で
の
苦
労
を
忘
れ
、
良
い
人

生
だ
っ
た
と
思
い
な
が
ら
生
涯
を
終

え
ら
れ
る
こ
と
。
自
治
会
活
動
が
で

き
る
う
ち
に
、
今
後
の
敬
愛
園
の
あ

り
方
な
ど
、
決
め
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
も
、
私
た
ち
が

生
き
て
き
た
歴
史
を
知
っ
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。
年
に
１
回
は
敬
愛
園

に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
と

交
流
し
ま
し
ょ
う
。

国立ハンセン病療養所星塚敬愛園歴史資料館

社会交流会館 星塚の歴史

◀「研修活動等でも活用してください」 と

　語る学芸員の石
いし

井
い

千
ち

尋
ひろ

さん。昨年赴任し、
　資料収集や調査研究を行っている。

平成 26 年にリニューアルオープン。
園内で過ごした人々の苦難の歴史を今
に伝える資料やパネル、実際に使われ
た道具等が展示され、ハンセン病問題
について学ぶことができます。

●開館時間　9:00 ～ 16:30
●休館日
　土・日曜日、祝日、年末年始
●入館料　無料

問社会交流会館 星塚の歴史
　℡ 0994-49-2500

９月 30 日まで
「風見治遺作展」

　　 を開催中

（星塚町 4204）
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牛
の
健
康
の
た
め
に

技
術
を
磨
く
。

昔
、
鹿
屋
で
起
き
た
出
来
事
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
！

カ

ノ

ヤ 

タ

イ

ム 

ト

ラ

ベ
ル

写真で見る「かのや」の今・昔

古
江
バ
イ
パ
ス

220

鹿屋港

●古江郵便局

●

68

68

平成３年生まれ。海道町在住。父も削蹄師
であり、親子２代の削蹄師。大学卒業後、
食肉の製造・加工会社への勤務を経て、今
年４月から削蹄の仕事を始める。子どもの
頃から動物が好きで、５匹の愛犬と暮ら
す。（28歳）

夢かけはし
の 　

父
や
祖
父
が
代
々
飼
っ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
牛
は
子
ど
も
の
と
き
か
ら
身

近
で
か
わ
い
い
存
在
で
し
た
。

　

削
蹄
師
は
、
牛
の
蹄

ひ
づ
め
を
削
る
職
業
で

す
。
蹄
が
き
れ
い
に
整
っ
て
い
な
い
と

体
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
し
ま
い
、
足

に
負
担
が
か
か
り
ま
す
。
す
る
と
、
牛

は
長
時
間
立
つ
こ
と
を
嫌
が
り
、
発
情

や
肉
質
に
影
響
が
出
て
し
ま
う
た
め
、

削
蹄
は
非
常
に
重
要
な
作
業
で
す
。

　

削
蹄
を
す
る
際
は
、
牛
が
暴
れ
て
け

が
を
し
な
い
よ
う
に
「
削
蹄
枠
」
と
い

う
鉄
製
の
枠
に
牛
を
固
定
し
、
専
用
の

鎌
を
使
っ
て
丁
寧
に
削
っ
て
い
く
の
で

す
が
、
難
し
い
の
が
蹄
を
ど
こ
ま
で
削

る
か
見
定
め
る
こ
と
。
蹄
の
形
は
牛
ご

と
に
異
な
る
の
で
、
同
じ
形
の
蹄
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
蹄
に
最
適
な

大
お お

窪
く ぼ

 翔
し ょ う

太
た

郎
ろ う

さん

形
を
見
つ
け
る
こ
と
が
、
よ
り
難
し
く

経
験
を
必
要
と
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
削

蹄
に
は
明
確
な
ゴ
ー
ル
が
あ
り
ま
せ

ん
。
奥
が
深
く
、
経
験
を
重
ね
る
ご
と

に
面
白
い
と
感
じ
ま
す
ね
。

　

私
が
削
蹄
師
に
な
っ
た
の
は
、
幼
い

頃
の
環
境
が
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。削
蹄
師
の
父
を
見
て
育
っ
た
の
で
、

牛
と
同
様
、
削
蹄
も
常
に
身
近
な
存
在

で
し
た
。
大
学
を
卒
業
し
社
会
に
出
ま

し
た
が
、
い
つ
か
は
削
蹄
を
し
よ
う
と

何
と
な
く
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
５
年
ほ
ど
勤
め
て
い
た
会
社
を
辞

め
る
と
き
も
迷
い
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
削
蹄
師
免
許
の
試
験
を
受
験
し
た

の
は
昨
年
の
12
月
。
そ
の
試
験
に
合
格

し
、
今
年
の
４
月
か
ら
削
蹄
師
と
し
て

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
今
は
依
頼
先
の

牛
や
、
父
や
祖
父
が
飼
っ
て
い
る
牛
を

相
手
に
月
に
15
日
ほ
ど
削
蹄
を
し
て
い

ま
す
。
関
わ
っ
た
牛
に
は
や
は
り
愛
着

が
わ
き
ま
す
。
少
し
で
も
高
値
で
出
荷

さ
れ
る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
。

　

父
は
削
蹄
の
技
術
を
競
い
合
う
「
削

蹄
競
技
大
会
」
の
全
国
大
会
に
県
の
代

表
と
し
て
何
度
も
出
場
し
て
い
ま
す
。

良
い
手
本
と
な
る
父
が
身
近
に
い
る
の

で
、
学
べ
る
こ
と
は
全
て
学
び
た
い
で

す
。
鎌
の
向
き
を
変
え
な
が
ら
利
き
手

で
削
蹄
を
行
う
一
般
的
な
方
法
で
は
な

く
、
両
手
を
使
っ
て
削
蹄
を
行
っ
て
い

る
の
も
父
の
影
響
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
の
目
標
は
、「
削
蹄
競
技
大

会
」
で
全
国
１
位
を
取
る
こ
と
。
い
つ

か
必
ず
父
を
超
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

削
さく

蹄
てい

師
し

【右】削蹄枠に牛が入っている様子。ロープやフックなどを使い、
　牛を固定し、片足ずつ持ち上げる。

【左】蹄の形を見ながら、左右対称になるように蹄を削っていく。

鹿屋港（古江港）の渡し船と物流倉庫

今
昔

写真に写る渡し船は、鹿児島市内へ運航していた大型船に乗る桟橋

までの移動に使われていたものです。奥に写る長い建物は、各地か

ら届く物資の保管などに利用されていた物流倉庫で、鹿屋港を拠点

に古江駅から市内各地に物資が搬送されました。港は今も、漁業を

中心に船の安全な航行や停泊の役割を果たしています。

昭和41年

　

カ
ヌ
ー
ポ
ロ
は
、
ド
イ
ツ
と
イ
ギ
リ

ス
が
起
源
と
い
わ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。
１
人
ず
つ
カ
ヌ
ー
に
乗
っ
た
５
人

１
組
の
チ
ー
ム
が
、
カ
ヌ
ー
を
漕こ

ぎ
な

が
ら
相
手
ゴ
ー
ル
に
ボ
ー
ル
を
投
げ
入

れ
る
こ
と
か
ら「
水
上
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
ボ
ー
ル
を
奪

う
た
め
に
カ
ヌ
ー
同
士
が
激
し
く
ぶ
つ

か
り
合
う
、
ス
リ
ル
と
ス
ピ
ー
ド
が
そ

の
魅
力
で
す
。

　

鹿
屋
市
で
は
、
毎
年
日
本
一
の
選
手

が
誕
生
す
る
な
ど
、
カ
ヌ
ー
の
レ
ー
シ

ン
グ
競
技
が
盛
ん
で
し
た
。昭
和
51
年
、

カ
ヌ
ー
の
香
港
選
手
団
が
、
日
本
で
開

催
さ
れ
る
大
会
へ
の
出
場
を
機
に
市
内

を
訪
れ
、
市
民
と
交
流
を
深
め
ま
し

た
。
市
民
か
ら
の
温
か
い
歓
迎
の
お
礼

に
と
、
香
港
選
手
団
か
ら
カ
ヌ
ー
ポ
ロ

用
の
艇
一
隻
が
贈
ら
れ
た
こ
と
が
き
っ

全国初のカヌーポロ
大会での熱戦

全
国
が
注
目
し
た「
カ
ヌ
ー
ポ
ロ
」

か
け
と
な
り
、
カ
ヌ
ー
ポ
ロ
が
市
内
で

始
ま
り
ま
し
た
。

　

市
内
の
６
人
の
女
性
が
、
カ
ヌ
ー
を

製
作
し
練
習
を
始
め
た
こ
と
か
ら
、
カ

ヌ
ー
ポ
ロ
は
市
内
で
普
及
。
日
本
初
の

珍
し
い
水
上
競
技
を
女
性
だ
け
の
チ
ー

ム
が
楽
し
ん
で
い
る
と
話
題
と
な
り
、

そ
の
様
子
が
全
国
に
報
道
さ
れ
る
と
、

カ
ヌ
ー
ポ
ロ
は
県
内
外
に
ブ
ー
ム
を
巻

き
起
こ
し
ま
し
た
。

　

昭
和
54
年
に
は
全
国
初
と
な
る
カ

ヌ
ー
ポ
ロ
大
会
が
市
内
で
開
催
さ
れ
、

少
年
の
部
で
鶴
峰
小
学
校
が
優
勝
。
そ

の
後
も
吾
平
町
内
の
小
学
校
で
カ
ヌ
ー

ポ
ロ
が
ク
ラ
ブ
活
動
と
し
て
取
り
入
れ

ら
れ
る
な
ど
、
盛
ん
に
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
競
技
者
の
減
少
と
と
も
に
消
滅
。

今
で
は
当
時
の
写
真
が
選
手
の
輝
き
を

伝
え
て
く
れ
ま
す
。

香港遠征に向けて練習
に励む鶴峰小の児童
読売新聞 昭和55年6月11日付
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みんなの  Hot News

 ７月28日、肝属川沿いで、「第36回肝属川クリーン作戦」
が実施されました。市役所で行われた開始式では、小・中学
生が高らかに清流宣言。その後に実施された清掃活動では、
参加した74団体1,242人が８つの班に分かれて樋渡橋（下祓
川町）から馬込橋（吾平町下名）までの約９kmの区間を清掃
し、合計で800kgのごみが拾い集められました。

き
れ
い
な
肝
属
川
を

み
ん
な
で
残
そ
う

　７月27日、鹿屋港で、「鹿屋市救難所沿岸海難救助訓練」
が行われました。訓練では、消防職員による心肺蘇生法の
講習・実技指導や、喜入海上保安署による救助活動の模擬演
習など様々な訓練を実施。また、７月８日に天神町付近の
海岸で救助活動を行った森

もり

彰
あきら

さん（右・古江町）、池
いけ

田
だ

悟
さとる

さ
ん（左・西原４丁目）に感謝状が贈呈されました。

海
で
の
事
故
に
備
え
た

救
助
訓
練

鹿
屋
中
央
高
校
の

熱
戦
に
感
動

　７月20日、串良総合支所前駐車場周辺で、「くしら夏祭り」
が開催されました。街頭全体踊り大会やフラダンス、大抽選
会、納涼花火大会などの催しがあり、約4,800人が来場。街
頭全体踊り大会では、踊り連ごとに音楽に合わせた威勢のい
い掛け声と、息ぴったりの踊りが披露され、観客も一体となっ
て祭りを楽しんでいました。

踊
る
人
も
見
る
人
も

み
ん
な
で
ワ
ッ
シ
ョ
イ

　７月28日、平和リース球場（鹿児島市）で、「第101回全国高
等学校野球選手権鹿児島大会」の決勝戦が行われ、鹿屋中央
高校が甲子園の切符をかけ、神村学園と対戦しました。球場
やリナシティかのやに詰め掛けた応援団が声援を送りました
が、接戦の末に惜しくも敗退。球児の活躍は、多くの市民に
最後まで諦めない強い気持ちと感動を与えてくれました。

　７月31日、串良ファイターズ軟式野球スポーツ少年団の
選手・監督らが市役所を訪れました。これは、５月に開催さ
れた「第32回九州少年軟式野球県予選大会」で準優勝し、８
月に福岡県で開催される九州大会出場を前に行われたもの。
主将の市

いち

來
き

慶
け

唯
い

さん（串良小６年）は「一人ひとりが良いプ
レーをできるように頑張りたい」と抱負を語りました。

串
良
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

軟
式
野
球
九
州
大
会
へ

　７月29日、海上自衛隊鹿屋航空基地で、Ｐ- １哨戒機が初
めて配備されたことによる式典と見学会が行われました。Ｐ-
１は、同基地で運用されているＰ- ３Ｃ哨戒機の後継機。プ
ロペラからジェットエンジンに変わったことで、飛行速度や
航続距離の向上が図られます。同基地では、今後Ｐ- ３Ｃか
らＰ- １へ順次切り替えていく予定です。

純
国
産
Ｐピ

ー-

１ワ
ン

哨し
ょ
う

戒か
い

機き

の
運
用
開
始

鹿
屋
勢
と
し
て
初
優
勝

全
国
の
舞
台
へ

　７月30日、旭原町の畑で、ジャンボかぼちゃの収穫が行
われました。このかぼちゃは、４月上旬に旭原町内会と地元
の長寿会・子ども会が一緒に種をまき育てたもの。この日収
穫したかぼちゃの中には重さが100kg近くのものもあり、数
人が力を合わせて運んでいました。収穫されたかぼちゃは市
役所など市内施設に展示され、多くの人を驚かせました。

地
域
み
ん
な
で
育
て
た

「
ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ
ち
ゃ
」

　７月24日、第一鹿屋中学校空手道の選手・監督らが市役所
を訪れました。これは、６月に開催された「第17回鹿児島県
中学生空手道大会」女子団体組手の部で鹿屋勢として初優勝
し、８月に北海道で開催される全国大会出場を前に行われた
もの。主将の内

うち

村
むら

日
ひ な た

葵さん（３年）は「期待に応えられるよう
に、良い結果を残したい」と抱負を語りました。

　７月31日、田崎町の七
なな

狩
かり

長
おさ

田
た

貫
ぬき

神社（田
崎神社）で、伝統行事の「夏越祭り」が行
われました。神輿を担いだ一行は高須町
内を歩き、浜辺で茅

ち

の輪をくぐるなど無
病息災が祈念されました。

田崎から高須海岸へと下る
夏の伝統行事

　７月27日、菅原神社境内で、「天神夏
祭り」が開催されました。会場では、市
無形民俗文化財の「かまんて踊り」の奉
納や、地元子ども会のステージ発表な
どが行われ、大いに盛り上がりました。

天神でしか見られない
かまんて踊り

　７月16日、串良川河川敷で、「串良川ク
リーン作戦」が行われ、市内及び東串良町
の団体関係者や住民など約140人が参加
し、串良橋から堅田橋までの間に落ちて
いる約100㎏のごみを拾い集めました。

東西串良が協力して
美化活動を行う

　７月25日～ 29日、日独スポーツ少年
団同時交流事業の一貫で、ドイツのス
ポーツ青少年団が市内を訪れ、霧島ヶ丘
公園でのマウンテンバイク体験や鹿屋体
育大学の施設見学などを行いました。

独のスポーツ青少年団が
７年ぶりに来鹿

　７月28日、吾平自然公園近くの姶良
川で、「神野アユつかみ獲り大会」が開催
されました。親子連れなど約400人が参
加し、子どもたちはびしょ濡れになりな
がら、必死にアユを追いかけていました。

神野の自然と
アユ獲りを楽しむ

　７月20日、大浦町公民館で、竹馬作
りが行われました。主催した高齢者ク
ラブ「大浦げんき会」の会員らは自ら調
達した竹を使って、子どもたちと竹馬
作りを楽しみ、交流を深めました。

竹馬作りで世代間交流！

13   KANOYA CITY PUBLIC RELATIONS  Vol.328 September  2019   12



スポーツ施設

文化施設等

　市では、10 月１日から公共施設の使用料を変更します。
　今回の変更に伴う使用料金収入の増額分は、施設の充実・機能の強化など、より利用しやすい施設づくりに活用してい
きますので、ご理解とご協力をお願いします。	 問市財政課　℡ 0994-31-1126

鹿屋中央公園 テニス場 
西原健康運動公園 テニス場

区分 現行（円） 変更後（円）
児童・生徒 １時間 60 210

一般 １時間 110 310

かのやグラウンド・ゴルフ場
区分 現行（円） 変更後（円）

大人 ３ラウンド 830 840

専用使用 半日 5,150 5,240
１日 8,230 8,380

鹿屋運動公園 野球場
区分 現行（円） 変更後（円）

児童・生徒 １時間 60 200
一般 １時間 110 300

※ともにアマチュア使用で、入場料を徴収しない場合

●その他の施設　
リナシティかのや健康スポーツプラザ、市体育館、輝
北体育館、平和公園（串良平和アリーナ・ 野球場・屋
内練習場・陸上競技場　ほか）、市第２武道館、市弓道場、
吾平弓道場、学校施設（体育館・運動場）など

問市民スポーツ課　℡ 0994-31-1139

輝北ふれあいセンター（浴場）
区分 現行（円） 変更後（円）

大人
（中学生以上）

１回 310 330
１日 520 550

回数券
（11 回） 3,090 3,300

入浴・宿泊・レジャー施設
①串良温泉センター　
②湯遊ランドあいら（浴場）

区分 現行（円） 変更後（円）

大人
（中学生以上）

１回 310 330
１日 520 550

回数券
（11 回） 3,090 3,300

会員券
（1 年） 41,200 44,060

市中央公民館
区分 現行（円） 変更後（円）

集会室
  8:30 ～ 12:00 1,190 1,210
12:00 ～ 17:00 1,620 1,650
17:00 ～ 22:00 1,950 1,980

●その他の施設
霧島ヶ丘公園（バンガロー・茶室・キャビン）、高隈
グリーンカントリー、輝北うわば公園、輝北天球館、
下小原池公園ログハウス

●その他の施設
リナシティかのや（情報プラザ・芸術文化学習プラザ）、
市文化会館、輝北コミュニティセンター、串良公民館、
吾平振興会館、各校区公民館、各地区学習センター、
各食品加工実習センター、市児童センター、市農業研
修センター、市勤労者交流センター　など

※主な使用料のみ掲載しています。
　詳しくは市ホームページでご確認ください。使用料が変わる主な施設

公共施設の使用料が変わります

問①市保健相談センター　℡ 0994-41-2110
問②市商工振興課　℡ 0994-31-1164

　　問輝北総合支所住民サービス課　℡ 099-486-1111

かのやばら園
区分 現行（円） 変更後（円）

一般 １回 620 630
一般（年間

パスポート）
新規 1,860 1,890
更新 1,240 1,260

問霧島ヶ丘公園管理事務所　℡ 0994-40-2170

問市中央公民館　℡ 0994-44-0321

▲市ホームページ

MV-22オスプレイの地上展示が
鹿屋航空基地で実施されました

　米軍岩国基地（山口県）での空中給油機KC-130の訓練が、海上自衛隊鹿屋航空基地やグアムで展開され

ることに伴い、海上自衛隊鹿屋航空基地で訓練に参加予定のMV-22オスプレイの地上展示が７月31日に

実施されました。	 問市政策推進課　℡0994-31-1125

地
域
住
民
や
関
係
者
へ
展
示

　

７
月
31
日
の
正
午
頃
、
海
上
自

衛
隊
鹿
屋
航
空
基
地
に
初
め
て
Ｍ

Ｖ-

22
オ
ス
プ
レ
イ
が
降
り
立
ち
ま

し
た
。

　

こ
の
地
上
展
示
は
、
訓
練
を
開
始

す
る
前
に
実
施
す
る
こ
と
が
約
束
さ

れ
て
い
た
も
の
で
、
今
回
実
現
し
た

も
の
で
す
。

　

基
地
内
で
行
わ
れ
た
地
上
展
示
に

は
、
市
関
係
者
、
市
議
会
議
員
、
基

地
周
辺
町
内
会
長
を
含
む
鹿
屋
市
基

地
関
係
連
絡
協
議
会
委
員
、
報
道
関

係
者
の
37
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

乗
組
員
か
ら
の
説
明

　

Ｍ
Ｖ-

22
オ
ス
プ
レ
イ
の
乗
組
員

で
あ
る
米
海
兵
隊
員
か
ら
、「
固
定

翼
モ
ー
ド
や
ヘ
リ
モ
ー
ド
に
転
換
で

き
る
こ
と
で
効
率
性
の
高
い
機
体
で

あ
る
こ
と
」
や「
20
人
以
上
の
隊
員

を
運
ぶ
こ
と
が
で
き
る
こ
と
」な
ど
、

機
体
に
関
す
る
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
参
加
者
か
ら「
降
灰

時
の
安
全
性
」
や「
騒
音
」
な
ど
に
つ

い
て
の
質
問
が
あ
り
、
米
海
兵
隊
員

が
回
答
し
ま
し
た
。

　

機
体
の
中
に
入
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
ハ
ッ
チ
が
開
い
た

状
態
か
ら
内
部
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

安
全
・
安
心
の
確
保
に
向
け
て

　

海
上
自
衛
隊
鹿
屋
航
空
基
地
で
の

米
軍
の
訓
練
開
始
時
期
は
未
定
で
す

が
、
今
年
２
月
か
ら
鹿
屋
市
上
空
で

の
空
中
給
油
機
Ｋ
Ｃ-

130
の
慣
熟
飛

行
が
実
施
さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

今
後
も
、
安
全
性
の
確
保
や
騒
音
対

策
な
ど
、
防
衛
省
を
通
じ
て
米
軍
に

要
請
し
て
い
き
ま
す
。

▲ヘリモード

▲固定翼モード

▲ハッチを見学する参加者

10月１日から
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トリンボ・キース・グラシエラ さん（22歳）
　
鹿
屋
の
皆
さ
ん
、
は
じ
め
ま
し
て
！

　
こ
れ
か
ら
国
際
交
流
員
と
し
て
、
テ

キ
サ
ス
の
歴
史
や
、
ラ
テ
ン
系
ダ
ン

ス
・
メ
キ
シ
コ
料
理
な
ど
の
ラ
テ
ン
文

化
を
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、

日
本
語
の
方
言
に
興
味
が
あ
る
の
で
、

鹿
児
島
弁
を
勉
強
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
皆
さ
ん
教
え
て
く
だ
さ
い
ね
。
鹿

屋
で
素
敵
な
思
い
出
を
た
く
さ
ん
作
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

Trimble-Quiz Graciela Gillian

1997年アメリカ合衆国テキサス州生まれ。中学生の
ときに日本のアニメや漫画がきっかけで日本に興味
を持つ。大学３年生のときに上智大学（東京都）に
留学し言語学・日本語学を専攻。趣味は編み物・絵
を描くこと・ダンス。好きな日本食は「焼き魚」。

1996年タイ王国バンコク生まれ。中学生のときに平
仮名のかわいさに魅了され日本に興味を持つ。日本で
のホームステイ等の経験を経て、大学３年生のときに
南山大学（愛知県）に留学し日本語学を専攻。趣味は
ウクレレを弾くこと。好きな日本食は「すし」。

　
鹿
屋
の
皆
さ
ん
、
は
じ
め
ま
し
て
！

　

こ
れ
か
ら
国
際
交
流
員
と
し
て
、

タ
イ
の
文
化
や
お
い
し
い
料
理
を
伝

え
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
東
京

２
０
２
０
大
会
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し

て
タ
イ
代
表
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

が
鹿
屋
で
思
い
切
り
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

打
ち
込
め
る
よ
う
に
、
全
力
で
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
た
い
で
す
。
皆
さ
ん
と
仲

良
く
な
り
た
い
の
で
、
私
の
こ
と
を
見

か
け
た
ら
気
軽
に
話
し
か
け
て
く
だ
さ

い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

พิชชา　เกิดประภพ

８月の「かのや夏祭り」では、市民へ鹿屋市
国際交流協会の取り組みを堂々とPR。

ジージー
（GG）
って呼んでね！

バム
って呼んでね！

　８月、市民の語学指導と地域の国際交流の推進を目的
とした国の「J

ジェット

ETプログラム」を活用し、２人の国際交
流員が着任しました。２人は今後、鹿屋市国際交流協会
などと連携して、タイ語や英語を生かした国際交流に取
り組みます。　　問市地域活力推進課　℡0994-31-1147

２人の国際交流員
が着任しました

ケードプラポッブ・ピッチャー さん（22歳）
　８月14日から21日まで、タイ王国男子バレーボールナショナルチームの24人が市内でキャンプを行い、串良平和アリーナ
などでのトレーニングや市民との交流が行われました。タイ王国代表チームのキャンプは、昨年７月の女子バレーボールナ
ショナルチームに続き２度目のこと。市はタイ王国の東京2020大会のホストタウンとして、今後もタイ代表チームのサポー
トとタイ王国との交流を進めていきます。	 問市地域活力推進課　℡0994-31-1147　問市民スポーツ課　℡0994-31-1139 

８月のタイ代表男子バレーボールチームの合宿
では、早速、通訳として活躍。

　

８
月
14
日
、
市
役
所
に
到
着
し
た
背
の
高

い
男
性
の
集
団
。
訪
れ
た
の
は
、
タ
イ
王
国
男

子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
で
す
。

　

職
員
ら
の
歓
迎
を
受
け
、
代
表
チ
ー
ム
の

ピ
テ
ィ
・
チ
ャ
ン
タ
ラ
団
長
か
ら
「
温
か
く
迎

え
て
い
た
だ
き
、
鹿
屋
の
人
の
気
遣
い
や
優
し

さ
を
感
じ
ま
し
た
」
と
謝
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
歓
談
の
際
に
は
、
選
手
か
ら
笑
み
が
こ
ぼ

れ
る
な
ど
和
や
か
な
場
面
も
。
ま
た
、
市
か

ら
記
念
品
と
し
て
、
鹿
屋
女
子
高
校
書
道
部

の
皆
さ
ん
が
選
手
一
人
ひ
と
り
の
名
前
を
書

い
た
扇
子
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
18
日
、
鹿
屋
体
育
大
学
の
ス
ポ
ー
ツ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
で
、
腹
筋
や

メ
デ
ィ
シ
ン
ボ
ー
ル
投
げ
、
数
種
類
の
測
定

機
器
を
使
っ
て
各
選
手
の
動
き
を
デ
ー
タ

化
。
選
手
た
ち
は
最
新
鋭
の
技
術
に
驚
き
つ

つ
も
、
測
定
結
果
に
確
か
な
手
応
え
を
感
じ

て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
８
月
20
日
、
串
良
平
和
ア
リ
ー
ナ

で
公
開
練
習
の
ほ
か
、
鹿
児
島
県
国
体
成
年

男
子
選
抜
チ
ー
ム
と
の
テ
ス
ト
マ
ッ
チ
が
行

わ
れ
、
会
場
に
集
ま
っ
た
観
客
約
３
０
０
人

が
そ
の
熱
戦
を
見
守
り
ま
し
た
。
試
合
で
は

ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
高
さ
を
生
か
し
た
プ

レ
ー
が
観
客
ら
を
魅
了
。
試
合
後
、
選
手
た

ち
は
子
ど
も
た
ち
と
の
記
念
撮
影
に
気
さ
く

に
応
じ
る
な
ど
、
市
民
と
の
交
流
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
留
ま
ら
ず
、
教
育
・
文

化
・
経
済
な
ど
多
方
面
で
、
鹿
屋
市
と
タ
イ

王
国
と
の
交
流
は
、
こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い

き
ま
す
。

「鹿屋は過ごしやすい気候で、
食事もおいしかったです。設
備の質が良く、充実したキャ
ンプを送ることができまし
た。機会があれば、また鹿屋
を訪れたいです。」

「タイ代表の選手はとても背
が高くて、特に真下に打つス
パイクがすごかったです。ま
た、気さくで優しい人たちで
した。もっと深く知るために、
タイに行ってみたいです。」

村
むら

山
やま

 佳
か

奈
な

美
み

 さん（東原小６年）

祓川小バレーボールスポーツ少年団祓川小バレーボールスポーツ少年団

タイ王国男子バレーボール
ナショナルチームがキャンプを実施

タイ王国男子バレーボール  ナショナルチーム

サラーンチット・チャルンスック 主将
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※�郵送・FAX 等での応募等が可能な場合は、 
各情報の下段に宛先を記載しています。

お知らせ

募集・申請

講　  座

催 し 物

i
Information

募集 「第43回鹿屋市農業まつり」
写真展の作品

11 月 23 日（土・祝）に霧島ヶ丘公園で開催する「第
43 回鹿屋市農業まつり」写真展で展示する作品
●テーマ　市内の農業・林業・水産業の魅力
●作品規格　ワイド四つ切又はＢ４　※ 1 人３点まで
※組写真、画像処理は不可　※未発表のもの
※市内で撮影された作品で、応募者がすべての著作権
　を有しているオリジナル作品
●応募　10 月 15 日（火）までに裏面に撮影日・撮影場所・
　タイトル・氏名・連絡先を記入した作品を提出

問鹿屋市農業まつり実行委員会事務局（市農林水産課内）
　〒 893-8501 鹿屋市共栄町 20-1　℡ 0994-31-1117

募集 無料の30代健康診査
の受診者

問市保健相談センター　℡ 0994-41-2110

●日時・場所・定員
期日 受付時間 場所 定員

10/18（金）
～  20（日）

7:00 ～ 8:00
市保健相談
センター

各日 150 人
（先着順）

●�健診項目　問診、身体・血圧測定、肝機能、血中脂
質、血糖、尿検査、血清クレアチニン、心電図、貧血、
尿中塩分摂取量検査、眼底検査、ピロリ菌抗体検査

（ABC 検査）※ピロリ菌抗体検査は未受診者のみ対象
●対象者　令和２年３月 31 日時点で 30 歳代の市民
●応募　９月 11 日（水）～ 20 日（金）に連絡
※託児可能（応募時に連絡が必要）

お知
らせ

「さんふらわあ」を利用する助
成ツアーにご参加ください

　大隅総合開発期成会では、「さんふらわあ」志布志・
大阪航路の利用を促進するため、「さんふらわあ」を往
復利用する以下のツアー代金の一部を助成しています。
　「さんふらわあ」は、夕方に志布志港を出港し、翌朝
大阪に到着するので、ゆっくりとくつろぎの旅を満喫
できます。リゾートホテルのように豪華な雰囲気のフェ
リー「さんふらわあ」で思い出づくりをしませんか。

錦
きん

秋
しゅう

の京都三大紅葉めぐり３日間
京都紅葉の名所３か所（嵐山・高台寺・清水寺）の観
光と昼食（お弁当）　※添乗員同行
●行程

●定員　40 人（応募多数の場合、抽選）
●料金　17,990 円（助成後の自己負担額）
●応募　９月 30 日（月）までにタビックスジャパン
　鹿屋支店へ連絡

【応募に関すること】
問タビックスジャパン鹿屋支店　℡ 0994-40-2100

【助成に関すること】
問市政策推進課　℡ 0994-31-1125

期日 時間 行程

11/17（日） 17:00 志布志港出港（船内泊）

11/18（月）
  7:40 大阪南港到着

～ ツアー
17:55 大阪南港出港（船内泊）

11/19（火）   8:55 志布志港到着

「８
ハチ

０
マル

２
ニイ

０
マル

表彰」の候補者
～80歳以上で歯が20本以上ある人へ～

10 月 19 日（土）にリナシティかのやで表彰を行う「8020
表彰」の候補者
●対象者　次のすべての要件を満たす人
○市内在住で 80 歳以上の人
○自分の歯を 20 本以上保持
　している人
○過去５年間、同種の表彰を
　受けていない人
※審査により対象外となる場合有り
●申込　９月 20 日（金）までに連絡

問市保健相談センター　℡ 0994-41-2110

募集お知
らせ

「かごしま出会いサポートセンター」
の出張窓口を開設します

問市政策推進課　℡ 0994-31-1125

　かごしま出会いサポートセンターへの「会員登録」
や「お相手さがし」を市内で行うことができます。
●日時　９月 22 日（日）、10 月 23 日（水）、
　11 月 24 日 （日）の 9:45 ～ 16:00
●場所　リナシティかのや２階研修室２
※利用する場合は、かごしま出会いサポートセンター
　（℡ 099-208-1150）へ事前に連絡
※市ではかごしま出会いサポート
　センターの入会登録料の補助を
　行っています。　　　　

▲かごしま出会いサポートセンター

問市保健相談センター　℡ 0994-41-2110

予約制子宮頸
けい

がん・乳がん検診
の受診者（追加募集）募集

●�日程　10 月７日（月）・８日（火）
●場所　市保健相談センター
●�対象者　市内在住で、令和２年３月 31 日時点で次の

年齢に該当する女性
○子宮頸がん検診＝ 20 歳以上
○乳がん検診＝ 40 歳以上
●１日あたりの定員　各 170 人（先着順）
●受診費用及び内容
○子宮頸がん検診＝ 500 円（問診、頸部細胞診）
○乳がん検診
　50 歳以上＝ 500 円（問診、マンモグラフィ１方向）
　40 ～ 49 歳＝ 1,000 円（問診、マンモグラフィ２方向）
●�応募　９月９日（月）～ 17 日（火）に博愛会健診事

業部相良病院（℡ 099-224-1821）に連絡又は申込専
用ホームページから申込

※電話は平日の 9:00 ～ 17:00 のみ
※申込の際に「鹿屋市の検診申込」
　と伝えてください。
●乳がん超音波検査
　次の検診を受診した人に限り、
乳がん超音波検査も受診することが
できます。
○対象者　20 ～ 39 歳＝子宮頸がん検診
　　　　　40 歳以上＝乳がん検診
○受診費用＝ 4,500 円

「特定健康診査（土曜夜間）」
の受診者

●期日　９月 21 日（土）　●受付時間　17:30 ～ 18:30
●場所　市保健相談センター
●�健診項目　問診、身体・血圧測定、心電図、尿検査、

眼底検査、血液検査、前立腺がん検診
※前立腺がん検診は 1,000 円で受診可能
●対象者　国民健康保険被保険者で 40 歳～ 74 歳の人
●受診料　無料（前立腺がん検診は 1,000 円）
●申込　９月２日（月）～ 13 日（金）に鹿児島厚生連
　病院健康管理センター（予約専用電話 ℡ 099-256-　
　1133）へ連絡　※要予約

問市健康保険課　℡ 0994-35-1014

募集

月の主な催し物9

■主な月間・週間など
○市民健康づくり月間　○自殺予防週間（10日～16日）
○秋の全国交通安全運動（21日～30日）
○住宅防火・防災キャンペーン　○がん征圧月間　
○オゾン層保護対策推進月間　○健康増進普及月間　
○自賠責制度広報・啓発期間　○障害者雇用支援月間　

期日・期間 催し物 場所

９月８日（日）
第54回全国都道府県対抗自転
車競技大会・かごしま国体ファン
ライド2019

大隅広域
ロードレースコース

９月14日（土） 第２回輝北サンセットトレイル 輝北うわば公園

９月14日（土）～
　　16日（月・祝） かのやばら園「敬老フェア」 かのやばら園

９月17日（火）～
　　20日（金） 一

いっ

特
とく

！高齢者ねんりん生き生き週間 市役所１階
市民ホール

９月20日（金） 鹿屋・大隅地区障害者就職面接会 ホテルさつき苑

９月21日（土） リナシティまるごとキッズフェス リナシティかのや

９月22日（日）
天 皇 杯・皇 后 杯 全日本 バレー
ボール選手権大会九州ブロック
ラウンド

串良平和アリーナ

９月30日（月） 市役所ロビーコンサート
「かのや女声コーラス」

市役所１階
市民ホール

※市の主催・共催など主なもの

▲申込専用
　ホームページ

９月は
「市民健康づくり月間」です

問市保健相談センター　℡ 0994-41-2110

　市では、健康づくり条例により、９月を「市民健康
づくり月間」とし、「元気度アップ・ポイント事業」
に参加した場合は、通常の２倍のポイントを付与しま
す。（一部対象外有り）
　また、９月は「健康増進普及月間」でもあります。
スローガンは「１に運動、２に食事、しっかり禁煙、
最後にクスリ」。この機会に、日頃の生活習慣を見直
して、栄養・運動・休養のバランスの取れた気持ちの
良い生活習慣を心がけましょう。

お知
らせ
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鹿屋市ホームページ（http://www.e-kanoya.net/）

ヘルプカードで支援を
求めることができます

　市では、障がいのある人や難病の人、妊娠初期の人
などが周りに支援を求めるための「ヘルプカード」を
配布しています。
●使用方法　ヘルプカードの裏面に、配慮してほしい
　ことや手助けしてほしいこと等を書き込み、周りの
　人に提示
●使用場面　日常的に手助けがほしいとき、道に迷った
　とき、発作・病気のとき、災害が発生したとき　など
●配布場所　市福祉政策課、市保健相談センター、
　各総合支所住民サービス課　※郵送申請も可

問市福祉政策課　℡ 0994-31-1113

お知
らせ

お知
らせ 秋の全国交通安全運動

問市安全安心課　℡ 0994-31-1124

　９月 21 日（土）～ 30 日（月）、「秋の全国交通安全運動」
を実施します。交通事故のないまちづくりのため、交通
ルールを守ることを心がけ、交通安全に努めましょう。
●重点項目
○子どもと高齢者の安全な通行の確保と高齢運転者の
　交通事故防止
○夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗車中の交通事故防止
○全ての座席のシートベルトと
　チャイルドシートの正しい着用の徹底　
○飲酒運転の根絶

講座 ファミリー・サポート・セン
ター講習会

小学生までの子育てをしている人（利用会員）と、そ
の手伝いができる人（サポート会員）が助け合う、「ファ
ミリー・サポート・センター」の講習会
●日時　９月 19 日（木）　○利用会員＝ 9:30 ～ 12:00
○サポート会員・両方会員＝ 9:30 ～ 16:00
●場所　リナシティかのや２階情報研修室
●対象者　市内在住の 20 歳以上の人　
※利用会員は市内勤務でも可　●受講料　無料
●申込　９月 13 日（金）までに来所又は連絡
※託児可能（申込時に連絡が必要）

問鹿屋市社会福祉協議会　℡ 0994-44-2277

講座 女性の健康づくり講座
「アロマの足裏健康法」

アロマオイルを使用する足裏健康法の実技指導
●日時　10 月９日（水）10:00 ～ 11:30
●場所　市保健相談センター
●講師　西

にし

牟
む

田
た

 小
さ

枝
え

子
こ

 氏（足裏リフレクソロジー）
●対象者　市内に住所を有する 64 歳以下の女性
●定員　15 人（先着順）　●受講料　無料
●応募　９月 17 日（火）～ 10 月４日（金）に来所
　又は連絡
※動きやすい服装で、タオル、飲み物等を持参
※託児可能（応募時に連絡が必要）

問市保健相談センター　℡ 0994-41-2110

講座 読書活動推進スキルアップ
研修会

●日時　９月 11 日（水）13:00 ～ 16:30
●場所　市中央公民館
●�内容　講演、実践事例発表、質疑応答・意見交換、ワー

クショップ（アニマシオン・ビブリオバトル・ブッ
クトーク・紙皿シアター制作、・朗読）

●定員　150 人程度
●応募　申込書を FAX 又はメールで提出
※申込書は県立図書館ホーム
　ページに有り

問県立図書館　℡ 099-224-9514　ＦＡＸ 099-224-5824
　libhoushi@pref.kagoshima.lg.jp

▲県立図書館
　ホームページ

催し物 鹿屋看護専門学校
「第12回白

はく

爛
らん

祭」

問鹿屋看護専門学校
　℡ 0994-44-6360　FAX 0994-44-6300

催し物 鹿屋・大隅地区
障害者就職面接会

障がいのある人を対象とした就職面接会
●日時　９月 20 日（金）　13:30 ～
●場所　ホテルさつき苑　※要事前相談

問ハローワーク鹿屋　℡ 0994-42-4135

催し物 高年齢者就職面接会&
ボランティア・キャリア見本市

●日時　10 月 1 日（火）　13:00 ～ 16:00
●場所　ホテルさつき苑　
●対象者　就労希望の 55 歳以上の人
問鹿児島県アクティブシニア活躍推進協議会　
　℡ 099-297-4322

講座 初心者テニス教室

グリップの握り方など基本から学べるテニス教室
●日時　10 月５日（土）・12 日（土）・19 日（土）、
　　　　10 月 26 日（土）の 13:00 ～ 15:00（全４回）
●場所　市中央公園テニス場
●対象者　20 歳以上の人
●定員　10 人（先着順）
●受講料　○クラブ会員＝ 1,500 円
　　　　　○非会員＝ 3,950 円
※保険料含む
●応募　10 月３日（木）までに受講料を持参

問かのや健康スポーツクラブ　℡ 0994-41-9903

９月10日～16日は
「自殺予防週間」です

問市保健相談センター　℡ 0994-41-2110

　９月 10 日（火）から 16 日（月・祝）は「自殺予防週間」
です。かけがえのない命をみんなで守りましょう。
●「こころの健康相談」ダイヤル
　℡ 0570-064-556（全国統一）
※電話をかけた所在地の公的な相談機関につながります。
●よりそいホットライン（無料）
　℡ 0120-279-338　※ 24 時間対応
●インターネットシステム「こころの体温計」
　で無料のストレスチェックができます
※別途通信料が発生

お知
らせ

▲「自殺予防週間」ロゴマーク

▲こころの体温計

法定相続情報証明制
度をご利用ください

問鹿児島地方法務局鹿屋支局　℡ 0994-43-6790

　法務局では、法定相続人が誰であるのかを登記官が
証明する「法定相続情報証明制度」を取り扱っています。
　これは、相続関係を一覧にした図（法定相続情報一
覧図）に登記官が認証文を付した写しを、無料で受け
取ることができる制度です。相続手続にこの写しを利
用することで、戸籍謄本等の関係書類を何度も提出す
る必要が無くなります。審査時間の短縮にもつながり
ますので、ぜひご利用ください。
●手続方法　亡くなった人の戸籍謄本等と、法定相続
　情報一覧図を提出　※登記相談は要予約

お知
らせ

アイヌの方々からの
相談を受け付けています

　人権教育啓発推進センターでは、アイヌの方々の悩
み相談を受け付けるフリーダイヤルを開設しています。
　日常生活で困っていること、プライバシーの侵害、
差別など、何でもご相談ください。
●アイヌの方々のための相談専用フリーダイヤル
　℡ 0120-771-208（相談無料・匿名可・秘密厳守）
○受付日時＝平日の 9:00 ～ 17:00
※ 12 月 29 日～ 1 月 3 日を除く

問人権教育啓発推進センター　℡ 03-5777-1802

お知
らせ

お知
らせ

無戸籍者に関する相談支援を
行っています

問鹿児島地方法務局鹿屋支局　℡ 0994-43-6790

　戸籍は、日本国籍であることを証明できる唯一の公
的証明ですが、何らかの事情により、戸籍を有しない
無戸籍者となってしまうケースが存在します。
　鹿児島地方法務局では、無戸籍となった事情を聞い
た上で、どのような手続きで戸籍をつくることができ
るかを一緒に考え、無戸籍状態の解消に向けた相談支
援を行っています。無戸籍でお悩みの人や無戸籍者を
知っている人など、気軽にご相談ください
●受付日時　平日の 8:30 ～ 17:15
●料金　無料

エンジョイ☆ナース（プチナース体験）、喫茶、公開講
座、バザー、リラクゼーション（手

しゅよく

浴体験）、健康第一
（身体計測等）、オープンキャンパス

●日時　10 月５日（土）10:00 ～ 15:00
●場所　鹿屋看護専門学校　●料金　無料
※オープンキャンパスに参加
　する場合は、10 月３日（木）
　までに申込書を FAX で提出
※申込書は市ホームページ
　に有り
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輝け！
ジュウダイ

鹿 屋 で 暮 ら す ・ 働 く
おしごとの時間

鹿屋女子高校

株式会社きたやま（寿８丁目）
【事業内容】  卸売、小売業など
【創業】昭和 21 年　【従業員数】267 人

兼業農家の家庭で育ち、幼少期から園芸に興味を持つ。
明るく何事にも前向きな姿勢から、上司からも一目置
かれる存在。趣味はドライブや家庭菜園など。

ホームセンターきたやま鹿屋寿店 園芸部門

郷
ごう

原
はら

 咲
さき

 さん（21歳／入社２年目）

　

私
の
主
な
仕
事
は
、
接
客
業
務
、

レ
ジ
業
務
、
商
品
の
品
出
し
等
で
、

園
芸
に
必
要
な
刈
払
機
や
肥
料
、
鉢

と
い
っ
た
商
品
を
扱
っ
て
い
ま
す
。

　

８
月
に
屋
外
植
物
部
門
か
ら
園
芸

部
門
に
異
動
し
た
ば
か
り
で
、
分
か

ら
な
い
事
も
多
い
で
す
。
で
も
、
先

輩
方
が
優
し
く
教
え
て
く
だ
さ
る
な

ど
、
従
業
員
同
士
で
協
力
し
合
え
る

と
て
も
働
き
や
す
い
職
場
で
す
。

　

商
品
の
種
類
が
多
く
、
そ
の
一
つ

ひ
と
つ
に
つ
い
て
幅
広
い
知
識
を
必

要
と
す
る
の
で
、
毎
日
が
勉
強
の

日
々
で
す
。
そ
れ
で
も
、
お
客
様
か

ら
の
問
い
掛
け
に
即
座
に
対
応
し

て
、「
あ
り
が
と
う
」
と
言
わ
れ
た

と
き
は
と
て
も
う
れ
し
く
、
こ
の
仕

事
の
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

　

大
好
き
な
園
芸
以
外
の
部
署
の
仕

事
も
し
っ
か
り
と
勉
強
し
て
、
全
て

の
売
り
場
で
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

ま
た
、
お
客
様
や
ほ
か
の
従
業
員
か

ら
「
あ
な
た
が
い
て
く
れ
て
よ
か
っ

た
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
か

ら
も
頑
張
り
た
い
で
す
。郷原さんの職場

目
指
す
の
は

  

接
客
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト

鹿屋市歯科医師会 診療時間 9:00 ～ 15:00

月　日 医療機関 住　所 ℡（0994）
9月   1日 島田歯科 打馬２丁目 44-0180

   8日 さかもと歯科クリニック 寿８丁目 44-2003
15日 けいこ歯科 寿４丁目 40-0418
16日 ひらたデンタルクリニック 札元１丁目 45-4929
22日 水口歯科医院 寿２丁目 43-4635
23日 あさい歯科 笠之原町 41-5100
29日 安楽歯科 寿５丁目 44-2220

※�休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医は変更になることがあ
ります。各医療機関にご確認のうえ受診してください。

休日救急当番医・歯科休日急患在宅医

鹿屋市医師会 診療時間 8:30 ～ 18:00

月　日 医療機関 住　所 ℡（0994）

9月  1日
森田胃腸科内科医院 郷之原町 40-2822
こだま小児科 笠之原町 41-5111
村上整形外科医院 今坂町 41-2511

8日
児玉上前共立病院 寿５丁目 43-2510
おひさまこどもクリニック 新川町 42-7822
はるしま整形外科クリニック 旭原町 41-2211

15日
末次内科循環器科 新生町 43-2331
やのファミリークリニック 寿４丁目 43-6248
検見崎病院 西原１丁目 43-2991

16日
長﨑内科 笠之原町 43-2195
まつだこどもクリニック 西原２丁目 52-0507
小林クリニック 上谷町 41-0700

22日
伊東クリニック 札元２丁目 43-3500
おひさまこどもクリニック 新川町 42-7822
そえじまクリニック 旭原町 41-6800

23日
中原クリニック 横山町 48-2011
えとう小児科 札元２丁目 40-3700
徳田脳神経外科病院 打馬１丁目 44-1119

29日
みやぞのクリニック 田崎町 40-4600
やのファミリークリニック 寿４丁目 43-6248
たんぽぽクリニック 川西町 42-6778

肝属東部医師会 診療時間 9:00 ～ 17:00

月　日 医療機関 住　所 ℡（0994）
9月 1日 小浜クリニック 吾平町上名 58-6025

8日 山内クリニック 肝付町前田 65-8181
15日 内村産婦人科 串良町岡崎 63-2521
22日 花田整形外科・リウマチ科医院 串良町有里 63-1379
29日 吉川医院 肝付町前田 65-2022

平日／午後 5 時から夜間救急当番医を案内
※ただし、火災発生時は一時火災情報に変わります。
休日／休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医を案内

◎大隅肝属地区消防組合テレホンサービス 
　℡ 0994-43-0119

子育てすくすく
問市子育て支援課　℡ 0994-31-1134

子どもの医療費を助成しています
　市では、子どもの医療費に対する経済的負担を軽減し、子どもの健康
増進と健全な発育を促進するため、医療費の助成を行っています。
　申請には期限がありますので、お忘れなく手続きを行ってください。

●対象者　
　市内在住で、中学生以下の子ども　
※事前に受給資格者の登録が必要
●助成金額　
　病院や薬局、歯科等で保険適用後に支払った自己負担額
●申請方法
○�県内の医療機関等＝受診時に、医療機関等の窓口で受給資格者証
を提示し、自己負担額支払明細個票を提出
○�県外の医療機関等＝保険点数が書かれた領収書を１か月分ごとに
まとめて、市子育て支援課又は各総合支所住民サービス課に提出
●申請期限
　受診日の翌月から６か月以内

寿４丁目にお住まいの

西
にし

 千
ち

惠
え

子
こ

さん

　 遼
りょう

太
た

郎
ろう

くん  （９歳）

　 凛
り

衣
い

菜
な

ちゃん （６歳）

　 琉
りゅう

真
ま

くん（２歳）

INTERVIEW

　私たちは月に２回「ホテルさつき苑」での学
習を通して、接客業やホテル・婚礼の仕事につ
いて理解を深めるとともに、将来社会人として
必要な礼儀作法や電話対応など幅広く教えてい
ただいています。ブライダルフェアに向けて、
結婚式のゲストテーブルの卓上装花のデザイン
について、テーマに合わせて意見を出し合いな
がら調整するのは大変でしたが、出来上がりを
想像しながらの作業は楽しかったです。

鹿屋女子高校　生活科学科 

内
うち

田
だ

 萌
もえ

菜
な

 さん （３年生）

明るい性格で、ブライダルにつ
いて幼い頃から興味があり、同
校で専門的に学べるということ
で、ブライダル講座を選択。「花
や装飾のデザインを考えたりす
ることが、大好き」と語る。

Central High school in Kanoya

市内のホテルでブライダル授業
女子高の乙女らしさを生かして！！

生活科学科３年 「課題研究ブライダル」選択生

▲正しいお辞儀の練習

紹介してくれるのは

▲ブライダルフェアに合わせ、生徒
　たちがデザインした卓上装花

病院に行く機会が多いので
助かっています！
　子どもがたくさんいて、ぜんそく

を持った子どももいるので病院に行

く機会が多く、医療費の助成はとて

もありがたいです。
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市民の
ひろば

市民の皆様からいただいたお便
りの中から、ご意見や情報など
を紹介します。

広報誌への感想や、市へのご意見のほ
か、地域のイベントや出来事、お勧め
スポットなど多くの情報もお寄せくだ
さい。28 ページのクイズの答えと、お
便りをいただいた方の中から、抽選で
特産品等をプレゼントしています。た
くさんのご応募をお待ちしています！
※�掲載時に、原稿の一部を手直しする

場合もございます。

〒 893-8501  鹿屋市共栄町 20-1
市政策推進課

「市民のひろば」係
  ℡ 0994-31-1123

市民の皆さんからの

お便りを
募集しています

　新規に起業したい人や、
経営改善・経営革新を検討
している人への支援を行っ
ています。
　何でもご相談ください。
問市産業支援センター　℡0994-40-7890

８９３ ８５０１

鹿屋市役所　政策推進課

　　　　　　「市民のひろば」係　行

お名前／ふりがな

ご住所

ペンネーム　※未記入の場合、イニシャルで掲載します

電話番号

年齢／性別

歳

要　・　不要

プレゼント

男　・　女

№328

クイズの答え

K A N O Y A
広 報 か の や

お手数ですが

62円切手を

お貼りください

POST  CARD

Ｑ
．今
の
お
仕
事
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
ラ
ー
メ
ン
店
の
経
営
と
、
中
華
惣
菜
の

オ
ー
ド
ブ
ル
の
注
文
販
売
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
週
末
限
定
で
夜
も
営
業
し
て
お

り
、
お
酒
や
一
品
料
理
も
提
供
し
て
い
ま

す
。
ラ
ー
メ
ン
は
無
添
加
で
化
学
調
味
料

不
使
用
な
の
で
、
お
子
さ
ん
に
も
安
心
し

て
食
べ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
。

Ｑ
．起
業
の
き
っ
か
け
は
？

　
中
華
料
理
店
な
ど
で
働
い
て
い
た
と
き

か
ら「
独
立
し
た
い
」
と
い
う
想
い
が
あ

り
、
中
華
の
基
本
で
あ
る
鶏
が
ら
ス
ー
プ

を
使
っ
た
ラ
ー
メ
ン
店
の
起
業
を
決
意
し

ま
し
た
。
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
方
に

は
、
経
営
計
画
書
や
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
作
成

を
支
援
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｑ
．今
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
ま
だ
認
知
度
が
低
い
と
思
い
ま
す
が
、

よ
り
多
く
の
お
客
様
に
来
て
い
た
だ
き
、

「
鹿
屋 

ラ
ー
メ
ン
」で
す
ぐ
思
い
付
い
て
も

ら
え
る
よ
う
な
店
に
成
長
し
た
い
で
す
。

中
なか

島
しま

  武
たけ

志
し

 さん（39歳）

　 　 舞
ま

依
い

 さん（35歳）

（起業１年目）

「イチオシのメニューは鶏がらスープ
と自家製麺で作る『鶏

とり

白
ぱい

湯
たん

らーめん』
です。後味がスッキリとして優しい味
わいですよ」と語る武志さん。店名の
由来は、武志さんの「武」と舞依さん
の「舞」を音読みでつなげたことから。

CHALLENGER

Vol.２ こだわり抜いた、極上の一杯を    

ラ
ー
メ
ン
屋

らーめん蔵 ぶぶや（共栄町9-18）
営業時間：11:00 ～ 14:30

（金曜・土曜のみ18:00 ～ 21:00も営業）
定休日：火曜日、年末年始  ℡：0994-44-0639

ココ de
チャレンジ！
鹿屋でなら、はじめ

られる

記
憶
の
中
の
飛
行
場（
８
月
号
№

３
２
６
）、
と
て
も
良
か
っ
た
で

す
。
自
分
は
平
成
に
生
ま
れ
、
戦
争
の
こ

と
を
本
な
ど
で
し
か
知
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、こ
う
し
て
私
た
ち
が
今
住
む
鹿
屋
に
、

昔
は
飛
行
場
が
あ
っ
た
り
、
空
襲
が
あ
っ

た
り
と
知
る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
心

に
残
り
ま
し
た
。
平
成
生
ま
れ
は
も
と
よ

り
、
令
和
に
生
ま
れ
る
子
ど
も
た
ち
に
も

語
り
つ
い
で
ほ
し
い
で
す
。（
ク
リ
ス
タ

ル
さ
ん
・
女
性
）

　

終
戦
か
ら
今
年
で
74
年
。
戦
争
を
体
験

し
た
記
憶
を
持
つ
国
民
は
総
人
口
の
２
割

を
切
っ
て
い
ま
す
。
戦
争
そ
の
も
の
が
、

遠
い
過
去
の
出
来
事
に
な
り
つ
つ
あ
る

今
、
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
も
戦
争
の
歴

史
に
つ
い
て
学
び
、
平
和
の
尊
さ
を
次
代

に
語
り
継
い
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

鹿
屋
市
に
は
、
日
本
で
最
も
多
く
の
特
攻

隊
員
が
出
撃
し
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
川
東
掩え

ん

体た
い

壕ご
う

や
串
良
基
地
跡
地
下
電

信
室
な
ど
の
戦
争
遺
跡
の
ほ
か
鹿
屋
航
空

基
地
史
料
館
に
は
、
旧
日
本
海
軍
創
設
期

か
ら
の
資
料
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
昭
和
、
平
成
を
経
て
、
令
和
の
時
代

に
生
ま
れ
る
子
ど
も
た
ち
に
も
つ
な
げ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
記
憶
で
す
。　

高
齢
者
に
よ
る
交
通
事
故
が
多
い
で

す
よ
ね
。
ブ
レ
ー
キ
と
ア
ク
セ
ル

の
踏
み
間
違
い
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
車

の
構
造
の
変
化
が
背
景
に
あ
る
の
で
は
。

昔
は
ギ
ア
チ
ェ
ン
ジ
式
だ
っ
た
た
め
、
ア

ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
を
間
違
う
こ
と
は
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。二
番
目
の
要
因
は
、

運
動
能
力
の
低
下
で
す
よ
ね
。
個
人
差
は

あ
り
ま
す
が
加
齢
と
共
に
間
違
い
な
く
運

動
能
力
が
低
下
し
ま
す
。
自
主
返
納
に
関

す
る
支
援
が
も
っ
と
広
が
る
こ
と
を
祈
っ

て
い
ま
す
。（
さ
す
ら
い
の
宗
や
ん
さ
ん
・

男
性
）

　

８
月
号（
№
３
２
６
）
で
は
、
高
齢
者

の
交
通
事
故
の
状
況
や
運
転
免
許
証
を
返

納
し
た
際
の
支
援
等
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

し
た
。
高
齢
化
が
進
む
中
、
今
後
、
高
齢

ド
ラ
イ
バ
ー
の
数
が
増
加
す
る
こ
と
が
推

測
さ
れ
ま
す
。
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
だ

け
の
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
車
が
主
流
と
な

り
、
単
純
な
運
転
操
作
ミ
ス
が
起
こ
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
運
転
に
自
信
が
あ
り
過

去
に
事
故
を
起
こ
し
た
こ
と
が
な
い
人
で

も
、
加
齢
と
と
も
に
目
が
衰
え
視
野
が
狭

く
な
り
、
突
然
、
車
や
歩
行
者
が
飛
び
出

し
て
き
た
時
に
ブ
レ
ー
キ
を
踏
む
判
断
が

遅
れ
、
ヒ
ヤ
リ
と
す
る
場
面
が
増
え
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。「
運
転
中
に
ハ
ッ
と

し
た
こ
と
が
あ
る
」、「
ス
ム
ー
ズ
に
運
転

が
で
き
な
く
な
っ
た
」
と
い
う
方
は
、
大

き
な
事
故
に
つ
な
が
る
前
に
運
転
免
許
証

の
返
納
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

今
年
、
鹿
屋
へ
引
っ
越
し
て
き
ま
し

た
。
鹿
屋
は
子
育
て
し
や
す
い
ま

ち
と
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
ど
な
た
も
親

切
で
助
か
っ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
家
族

で
釣
り
に
は
ま
っ
て
い
ま
す
。
先
日
の
大

雨
で
は
、
あ
ち
こ
ち
で
被
害
が
出
て
い
て

我
が
家
も
ど
こ
に
逃
げ
る
か
、
非
常
食
は

あ
る
か
な
ど
、
改
め
て
避
難
場
所
、
経
路

な
ど
の
確
認
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
い
つ
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い

の
で
、
備
え
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
み
ー
ち
ゃ
ん
さ
ん
・
女
性
）

　

よ
う
こ
そ
、
鹿
屋
市
へ
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。
梅
雨
前
線
に
伴
う
６
月
末
か
ら

の
大
雨
は
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
も
の
で
し
た
。
引
っ
越
さ
れ
て
来
た

ば
か
り
で
、
避
難
所
や
避
難
経
路
な
ど
の

確
認
に
戸
惑
わ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
９
月
以
降
も
台
風
が
来
る
可
能
性

が
高
い
で
す
の
で
、
大
雨

や
台
風
が
接
近
し
て
い
る

と
き
は
、
防
災
行
政
無
線

や
Ｆ
Ｍ
か
の
や
、
市
公
式

ア
プ
リ「
か
の
や
ラ
イ
フ
」

等
か
ら
の
情
報
に
も
注
意

を
し
て
く
だ
さ
い
。

ばら園では、10 月末からの秋バ
ラの見頃に合わせるため、開花時
期を管理調整していますが、園内
の観賞温室では、約 100 種の切
り花品種が一年中楽しめます。

かのやばら園・霧島ヶ丘公園

今
い ま

 が 旬
しゅん

!

観賞温室のバラ

連
日
の
熱
中
症
注
意
報
。
８
月
８
日

は
立
秋
。
台
風
が
秋
を
連
れ
て
く

る
の
か
な
あ
。
桜
の
葉
も
夏
の
役
目
を
終

え
た
か
の
よ
う
に
茶
色
く
な
り
散
り
始

め
…
今
朝
、
東
中
学
校
の
前
を
通
っ
た

ら
、
数
人
の
生
徒
さ
ん
と
先
生
が
学
校
ま

わ
り
の
落
ち
葉
の
掃
除
を
さ
れ
て
い
ま
し

た
。「
あ
り
が
と
う
」
そ
し
て「
ご
苦
労
様
」

（
T
・
N
さ
ん
女
性
）

　

暦
の
上
で
は
す
で
に
秋
で
す
が
、
本
当

に
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
７
月
28
日

に
鹿
児
島
市
で
行
わ
れ
た
全
国
高
校
野
球

選
手
権
鹿
児
島
大
会
の
決
勝
戦
で
は
、
あ

と
一
歩
甲
子
園
に
届
か
な
か
っ
た
も
の

の
、
鹿
屋
中
央
高
校
の
選
手
達
の
猛
暑
に

負
け
な
い
一
生
懸
命
な
姿
と
ス
タ
ン
ド
の

熱
い
応
援
に
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。
真

夏
の
風
物
詩
で
あ
る
甲
子
園
が
終
わ
り
、

子
ど
も
た
ち
の
２
学
期
が
始
ま
る
頃
、
秋

の
気
配
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

▲かのやライフ ▲ FM かのや
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近親者での葬儀・家族葬の専門店

家族葬の池田屋
バイパス斎場
鹿屋市大浦町14042-8
田崎斎場
鹿屋市田崎町108
株式会社 Ligare

（海洋散骨ご相談ください）

TEL 0994-44-4440
0120-41-8844

あなたの身近な人が
がんになったら

（日）
リナシティかのや フリールーム

午前の部 ～
午後の部 ～
（ 日 回講演、定員各 名）

個別相談もお受けいたします。
申し込み不要、参加費無料。

講師：福﨑 好一郎
医学博士
一般社団法人メディポリス医学研究所
副理事長

一般社団法人
メディポリス医学研究所 （平日 ～ ： ）

講演
内容

・がんについて
・陽子線治療について
・メディポリスの取り組みについて

鹿児島県指宿市東方 番地

健康セミナー

お問い合わせ㈲迫田商店 鹿屋市串良町有里8143番地
☎︎0994-62-3424

※�詳細は電話でお問い合わせ���
ください。　作業時間応相談

パート・
アルバイト急募!

《作業内容》さつま芋加工作業
《期　　間》�9月中旬〜

株式会社　東洋食品　鹿屋支店
鹿屋市大手町9⊖1　マルイビル2Ｆ⊖B　☎0994⊖45⊖5175

食数増加による増員求人

増員求人食数増加による
【業務時間】 
①・② お問い合わせください。
【給与】
Ａ月給 155,000円～ 220,000円
Ｂ日給 7,000円～
Ｃ時給 800円～
Ｄ時給 朝830円～ 夜800円～
Ｅ時給 800円～
【資格】
Ａ　調理師・栄養士免許必須
Ｂ　経験者優遇
Ｃ・Ｄ・Ｅ　未経験者 大歓迎

【勤務先】
①鹿屋市立南部学校給食センター（横山町）
　【業務内容】 Ａ調理社員　Ｂ調理社員（日給）
 Ｃ調理配送パート
②県立楠隼中高一貫校（肝付町）
　【業務内容】 Ａ調理社員（調理師・栄養士）
 Ｂ調理社員（日給）
 Ｄ洗浄パート（朝・夜）
③肝付町学校給食センター（肝付町）
　【業務内容】 Ｅ洗浄パート（13:30～16:00）

｝
｝
｝

編  集  後  記

広告のひろばは、各事業所の広告を掲載することで、市民の皆さんへの情報提供
を目的としています。また、市の自主財源確保の一環として行っています。
広告に関するお問い合わせは、印刷会社、市政策推進課になります。
お気軽にお問い合わせください。

広告のひろば
㈱新生社印刷

℡ 0994-43-2238

月 ２回行われている鹿屋女子
高の「ブライダル授業」。取

材を通して、電話の応対やお辞儀
の仕方など、改めて基本を振り返
るいい機会になりました。（徳永）

見 学する子どもたちの真剣な眼
差しと表情が印象に残った、

ハンセン病問題の取材。皆さんも星
塚敬愛園の社会交流会館を訪れて、
理解を深めてください。（田嶋）

団 体競技として日本でも人気の
あるバレーボール。タイ代

表のキャンプを通じて、様々な面で
国際交流が進んでいくことを願って
います。（上古殿）

子 どものときからずっと動物
が好きだったという大窪翔

太郎さん。取材時の、牛や犬と触
れ合うときに見せる優しい表情が
とても印象的でした。（池之上）

ご協力ありがとうございました。

お便り＆メッセージ

　ご応募の際にご記入いただきました個人情報は、抽選・賞品（賞品引換券）の発送・アンケー
ト統計以外の目的で使用することはございません。

✂キリトリ線

　

い
よ
い
よ
１
年
後
に
迫
っ
た「
燃

ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
・
か
ご
し

ま
大
会
」。
今
回
紹
介
す
る
の
は
、
そ

の
１
年
前
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
と
し
て
、

市
内
で
行
わ
れ
る
各
競
技
大
会
の
観

戦
情
報
で
す
。

　

ま
ず
は
９
月
８
日（
日
）、
男
女
の

自
転
車
競
技（
ロ
ー
ド
）
を
開
催
。
各

県
代
表
が
市
内
に
集
い
、
白
熱
し
た

レ
ー
ス
を
展
開
し
ま
す
。

　

レ
ー
ス
で
は
、
市
役
所
を
ス
タ
ー

ト
し
た
選
手
た
ち
が
、
北
田
交
差
点

か
ら
寿
～
笠
之
原
を
通
り
、
さ
ら
に

肝
付
町
か
ら
吾
平
町
、
浜
田
町
を
駆

け
抜
け
、
ゴ
ー
ル
の
錦
江
町
へ
と
向

か
い
ま
す
。
交
通
規
制
さ
れ
た
道
路

で
展
開
さ
れ
る
レ
ー
ス
の
駆
け
引
き

は
見
も
の
で
す
。
市
で
は
、
コ
ー
ス

沿
線
近
く
に
観
戦
者
向
け
の
駐
車
場

を
９
か
所
設
け
ま
す
の
で
、
利
用
し

て
熱
い
声
援
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

9/8 は沿
ロ ー ド

道で、9/22 はアリーナで応援しよう！

問市民スポーツ課
　国体推進室
　℡ 0994-31-1132

そ
の
目
に
！

　

そ
し
て
９
月
22
日（
日
）
に
は
、
串

良
平
和
ア
リ
ー
ナ
で
、
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
大
会
を
開
催
。
九
州
・
沖

縄
ブ
ロ
ッ
ク
の
14
チ
ー
ム
と
地
元
・

鹿
屋
体
育
大
学
が
、
洗
練
さ
れ
た
戦

術
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
パ
ワ
フ
ル
な

ス
パ
イ
ク
な
ど
、
全
国
大
会
を
か
け

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

　

両
大
会
と
も
、ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
ル
ー

ン
等
の
応
援
グ
ッ
ズ
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
生
で
観
戦
し
て
く
だ
さ
い
。

生
の
迫
力
を

天皇杯・皇后杯 全日本
バレーボール選手権大会
九州ブロックラウンド

●時間　10:00 ～
●�会場　串良平和アリーナ
※駐車場有り
●出場チーム（女子 15 チーム）
　鹿屋体育大学、鹿児島女子高校、
　東九州龍谷高校、創生館高校 など
●料金　無料

第 54 回全国都道府県対抗
自転車競技大会

時間 規制区間
8:00 ～
9:10 頃

市役所～北田～寿一里山～笠
野～鹿銀 ( 高山 ) 前

8:30 ～
10:00 頃

鹿銀 ( 高山 ) 前～肝付町役場
前～吾平町麓～浜田～錦江町

●スタート時間
○男子＝ 8:30　○女子＝ 8:32
※「かごしま国体ファンライド」は 8:34
●スタート会場　市役所
●観戦者用駐車場等

●料金　無料
●交通規制

区分 場所
観戦用おも
てなし広場

市役所（スタート会場）
※市役所駐車場は利用不可

観戦者用
駐車場

プラッセだいわ鹿屋店
寿小学校、笠野原小学校
寿北小学校、市上下水道部
吾平振興会館
大姶良小学校、南小学校
浜田海水浴場

９
㊐

８

９
㊐
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鹿屋市広報

統計情報

鹿屋市ホームページ
http://www.e-kanoya.net/

鹿屋市公式 フェイスブック
https://www.facebook.com/
Kanoya.City

鹿屋市政インフォメーション
ＦＭかのや（77.2MHz）

（月～金曜日、8：05～と16：05～）

かのやファン倶楽部
http://www.kanoya.in/

鹿屋市公式アプリ 「かのやライフ」
Google PlayやApp Storeで
ダウンロード

マチイロ（広報誌閲覧アプリ）
Google PlayやApp Storeで
ダウンロード

～リナシティかのやの「リナシアター」で映画を見よう！～Rena Theater

KANOYA
KANOYA CITY PUBLIC RELATIONS  

広
報

か
の

や
発

行
／

鹿
屋

市
　

編
集

／
市

長
公

室
政

策
推

進
課

鹿
屋

市
役

所
　

鹿
屋

市
共

栄
町

20
番

1
号

　
℡

0994-43-2111
※�広報かのやは、市ホームページ及び公式アプリ等からもご覧いただけます。

令和元年７月１日現在（前月比）
・人口／
・男性／ 
・女性／
・世帯／
・面積／

（－　38）
（－　28）
（－　10）
（－　39）

らーめん蔵 ぶぶやの
「お食事券（1,000円分）」

を３名様にプレゼント

Present 今月のクイズ
Ｑ．８月14日～ 21日に市内でキャンプを行ったタイ王国男　

子バレーボールナショナルチーム。今回訪れた人数は？

　　  ○○ 人 　 
　　※○○に入る２文字の答えは、この広報誌のどこかにあります。

【応募方法】25･26 ページのはがきに、クイ
ズの答えと、「市民のひろば」へのお便りをお
寄せください。応募いただいた方の中から抽
選で３名様にプレゼントします。なお、当選
者の発表は、賞品の発送をもって代えさせて
いただきます。　（８月号の答え：６５）

Septem
ber 2019

応募期限
  9/26 ㊍

N
o.328

9

プレゼント

全著作の発行部数が6,500万
部を突破する小説家・佐

さ え き

伯泰
やす

英
ひで

の最高傑作「居眠り磐音」が満
を持して実写映画化！江戸下町
の人々との心温まる交流、颯

さっ

爽
そう

と悪を斬る磐音の剣、胸をしめ
つける男女の恋模様を描く、全
く新しい本格時代劇エンター
テインメントを上映！

居眠り磐
いわ

音
ね

特
別
割
引
券

割
引

券
を

お
持

ち
の

人
は

300円

（
高

校
生

以
下

は
200円

）を
割

引し
ま

す
。

※
60歳

以
上

の
人

は
割

引
対

象
外

で
す

。

居眠り磐音※上映期間・時間・鑑賞料は変更する場合があります。
※特別割引券は、1枚に付きお一人限りです。
　また他の割引券との併用はできません。

問リナシティかのや　℡0994-35-1001

◎鑑賞料
 一般／1,800円

 大学生／1,500円

 高校生以下／1,000円

 60歳以上／1,000円

9/7 ㊏
 ～ 　

9/27 ㊎

　昨年10月に共栄町にオープンした「らーめん蔵 ぶぶ
や」。イチオシの「鶏

とり

白
ぱい

湯
たん

らーめん」のほか、醤
しょう

油
ゆ

・味
み

噌
そ

ラーメンや２種類の担々麺、日替わりランチなど豊富な
メニューを味わうことができるお食事券（1,000円分）を、
３名様にプレゼントします！

今月のここに注目！
市では、10月１日（火）から公共施設の使用料を変更します。
今回の使用料金収入の増額分は、施設の充実・機能の強化
など、より利用しやすい施設づくりに活
用していきますので、ご理解とご協力を
お願いします。詳しくは15ページで。

◎上映時間
　（121分）
　 ①10時～

　 ②13時～

 ③16時～

 ④19時～

桜島

101,699人
48,808人
52,891人

45,652世帯
448.15㎢ 

令
和

元
年

８
月

28日
発

行
　

（
通

常
版

28日
・

お
知

ら
せ

版
13日

発
行

）


